
COLUMN清野吉光氏

  「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
消
滅
」

  

と
い
う
最
後
通
牒

　

経
営
共
創
基
盤
（
Ｉ
Ｇ
Ｐ
Ｉ
）

を
設
立
し
た
冨
山
和
彦
氏
（
日
本

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
代
表
）

が
、
２
０
２
４
年
10
月
に
上
梓
し

た
『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
消
滅
』（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
版
）
と
い
う
刺
激
的
な
タ

イ
ト
ル
の
著
作
は
、
私
に
強
い
衝

撃
を
与
え
た
。

　

か
つ
て
、
私
た
ち
が
「
エ
リ
ー

ト
」と
呼
び
、憧
れ
の
対
象
で
あ
っ

た
は
ず
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
。
大

企
業
で
複
雑
な
調
整
や
管
理
、
分

析
を
担
っ
て
き
た
彼
ら
の
仕
事
の

多
く
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
巨
大

な
波
に
よ
っ
て
「
消
滅
」
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る

予
測
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
今
ま

さ
に
直
面
し
て
い
る
現
実
だ
。

　

し
か
し
、
本
書
を
深
く
読
み
解

け
ば
、
そ
こ
に
は
絶
望
で
は
な
く
、

ひ
と
つ
の
確
信
に
満
ち
た
希
望
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
私
が

こ
の
十
年
間
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
も

繰
り
返
し
触
れ
て
き
た
「
ロ
ー
カ

ル
経
済
（
Ｌ
型
経
済
）」
の
再
評
価

で
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
２
月
の
第
75
回
コ

ラ
ム
「
ロ
ー
カ
ル
経
済
と
し
て
の

タ
ク
シ
ー
産
業
」
に
お
い
て
、
私

は
冨
山
氏
の
提
唱
す
る「
Ｇ
と
Ｌ
」

の
経
済
戦
略
を
紹
介
し
た
。
グ
ロ

ー
バ
ル
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
）
競
争

に
晒
さ
れ
る「
Ｇ
」の
世
界
が
限
界

を
迎
え
る
一
方
で
、
日
本
経
済
に

お
け
る
８
割
の
雇
用
を
占
め
る
ロ

ー
カ
ル
（
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
）
の
「
Ｌ
」

の
世
界
こ
そ
が
、
日
本
再
生
の
鍵

を
握
る
、
と
い
う
視
点
だ
。

　

タ
ク
シ
ー
産
業
は
、ま
さ
に
、こ

の
「
Ｌ
」
の
最
前
線
に
あ
る
。
た

と
え
大
都
市
・
東
京
と
い
え
ど
も
、

タ
ク
シ
ー
は
こ
の
Ｌ（
ロ
ー
カ
ル
）

産
業
な
の
だ
。

  

Ａ
Ｉ
が
「
魔
法
の
杖
」
か
ら

  「
成
長
戦
略
」
へ

　

あ
れ
か
ら
十
年
。冨
山
氏
は
、２

０
２
６
年
１
月
に
刊
行
さ
れ
た
ば

か
り
の
『
日
本
経
済
Ａ
Ｉ
成
長
戦

略
』（
松
尾
豊
・
東
京
大
学
教
授
と

の
共
著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
に
お

い
て
、
そ
の
論
理
を
さ
ら
に
昇
華

さ
せ
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
２
０
１
９
年
９
月
の

第
１
０
５
回
コ
ラ
ム
で
、私
は
、冨

山
氏
の
著
作
『
Ａ
Ｉ
経
営
で
会
社

は
甦
る
』
を
手
に
、
タ
ク
シ
ー
が

「
ロ
ー
カ
ル
産
業
と
し
て
の
強
み

を
発
揮
で
き
る
時
代
」
の
到
来
を

確
信
し
た
。し
か
し
、当
時
の
私
に

と
っ
て
の
Ａ
Ｉ
は
、
ど
こ
か
「
魔

法
の
杖
」の
よ

う
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
対

し
て
、
氏
の

最
新
の
著
作

が
説
く
結
論

は
、
極
め
て

冷
徹
か
つ
現

実
的
だ
。
も
は
や
、
個
別
の
タ
ク

シ
ー
会
社
が
単
独
で
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
生
産
性
を
上
げ
る
に
は
限
界

が
あ
る
。必
要
な
の
は
、Ａ
Ｉ
と
い

う
最
新
の
「
武
器
」
を
使
い
こ
な

す
た
め
の
、
地
域
の
産
業
構
造
そ

の
も
の
の
「
集
約
化
」
と
「
再
定

義
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
零

細
な
事
業
者
が
乱
立
し
、
過
当
競

争
の
中
で
生
産
性
を
落
と
し
て
き

た
。こ
れ
を
、志
を
同
じ
く
す
る
者

た
ち
が
統
合
し
、
合
体
し
て
い
く

こ
と
で
「
規
模
の
経
済
」
を
働
か

せ
る
。
そ
こ
に
Ａ
Ｉ
に
よ
る
高
度

な
需
要
予
測
と
最
適
配
車
を
流
し

込
む
。
こ
の
「
集
約
化
」
と
「
Ａ

Ｉ
活
用
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
こ
そ
が
、
崩
壊
の
危

機
に
あ
る
地
方
の
交
通
イ
ン
フ
ラ

を
「
稼
げ
る
産
業
」
に
変
え
る
唯

一
の
道
な
の
だ
と
、
こ
の
４
年
間

の
試
行
の
中
で
確
信
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

  

静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
が

  

目
指
し
て
き
た
構
想

  「
Ｏ
Ｓ
」
の
完
成

　

振
り
返
れ
ば
、
私
が
２
０
２
１

年
５
月
に
設
立
し
た
一
般
社
団
法

人
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
試
行
錯
誤
も
、

す
べ
て
は
こ
の
一
点
に
集
約
さ
れ

て
い
た
。

　

２
０
２
１
年
４
月
の
第
１
２
５

回
コ
ラ
ム
「
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
と
Ａ

Ｉ
」
に
お
い
て
、
私
は
「
Ａ
Ｉ
が

す
べ
て
の
産
業
を
再
定
義
す
る
」

時
代
を
見
据
え
、
地
域
全
体
最
適

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す

る
こ
と
を
標
榜
し
た
。

　

当
時
は
、
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー

の
設
置
や
サ
ブ
ス
ク
モ
デ
ル
「
タ

ク
放
題
」
な
ど
、
手
探
り
の
挑
戦

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
苦
闘

と
失
敗
こ
そ
が
、
現
在
の
「
構
造

改
革
」
へ
の
確
か
な
足
掛
か
り
と

な
っ
た
。

清野 吉光（きよの よしみつ） 略歴
1950 年 長野県四賀村生まれ、印刷関係など様々な職業に従事。
1976 年 清水市の日の丸交通入社。1980 年 静岡市内の事務機器セ
ンターに入社。1982 年 システムオリジンを仲間と創業、専務取締
役。1992 年 代表取締役社長就任。2016 年３月 システムオリジン
社長退任。クリアフィールド取締役。2021年５月 一般社団法人静岡
TaaS 代表理事に就任。2025 年１月 （株）静岡 TaaSトラベル設立

清野吉光氏のコラム

団 塊 耕 志 録
第182回「ホワイトカラー消滅」の

衝撃と、ローカル経済
再生の「新・統合モデル」

清野吉光のコラム
団塊耕志録
ブログ（過去記事）
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！
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今
、
私
は
シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ン

（
Ｓ
Ｏ
）
と
い
う
日
本
最
大
の
配

車
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
と
戦
略

的
に
提
携
し
、
配
車
・
事
務
機
能

を
同
社
に
全
面
委
託
（
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）

す
る
と
い
う
、
決
断
を
下
す
こ
と

に
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
２
０
年
11
月
の

第
１
２
０
回
コ
ラ
ム
で
論
じ
た

「
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
は
Ｃ
Ｘ
（
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
ま
で
突
き
進
ま
な
い
と

成
功
し
な
い
」
と
い
う
冨
山
氏
の

教
え
の
実
践
で
あ
る
。

　

自
前
の
配
車
室
や
管
理
コ
ス
ト

と
い
う
重
荷
を
捨
て
、
デ
ジ
タ
ル

開
発
元
と
直
結
し
た
「
ア
セ
ッ
ト

ラ
イ
ト
な
経
営
モ
デ
ル
」へ
と
、組

織
を
完
全
に
作
り
替
え
る
こ
と
に

挑
ん
で
い
る
。

  

２
０
３
０
年
、
清
水
・

  

江
尻
地
区
か
ら
始
ま
る

  「
移
動
革
命
」

　

こ
の
「
集
約
化
と
Ａ
Ｉ
活
用
」

の
モ
デ
ル
を
実
装
す
る
最
大
の
フ

ィ
ー
ル
ド
が
、
私
の
地
元
で
あ
る

静
岡
・
清
水
の
地
で
あ
る
。

　

静
岡
市
の
難
波
喬
司
市
長
は
、

清
水
庁
舎
の
駅
前
移
転
を
決
定
し

た
。
２
０
３
１
年
度
ま
で
に
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
の
新
庁
舎
は
、
ホ
テ

ル
や
オ
フ
ィ
ス
を
併
設
し
た
高
層

複
合
施
設
と
な
る
。
さ
ら
に
隣
接

す
る
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
新
ス
タ

ジ
ア
ム
構
想
、
そ
し
て
年
間
１
０

０
隻
を
超
え
る
清
水
港
の
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
。
２
０
３
０
年
に
向
け
、

Ｊ
Ｒ
清
水
駅
周
辺
の
江
尻
・
東
口

エ
リ
ア
は
、
行
政
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

観
光
が
半
径
数
百
メ
ー
ト
ル
の
圏

内
に
凝
縮
さ
れ
た
、
日
本
屈
指
の

「
高
密
度
な
人
流
ス
ポ
ッ
ト
」
に

変
貌
す
る
。
こ
の
巨
大
な
需
要
を

支
え
る
べ
き
既
存
の
タ
ク
シ
ー
業

界
は
、
今
、
ま
さ
に
瓦
解
の
縁
に

あ
る
。
地
域
に
お
け
る
主
力
の
一

つ
で
あ
っ
た
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

思
わ
ぬ
退
場
。
さ
ら
に
人
手
不
足

に
よ
る
供
給
の
空
白
。
こ
の
「
真

空
地
帯
」
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
も
は
や
従
来
の
タ
ク
シ

ー
会
社
で
は
な
い
。
私
が
夢
想
し
、

今
ま
さ
に
構
築
し
つ
つ
あ
る
の
は
、

最
新
の
配
車
シ
ス
テ
ム（
Ｓ
Ｏ
）と

い
う
「
Ｏ
Ｓ
」
を
基
盤
に
、
日
本

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
自
家
用
車
活

用
事
業
）
と
い
う
「
新
し
い
労
働

力
」
を
組
み
合
わ
せ
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
と
い
う
「
高
付
加
価
値
な
商

流
」
を
取
り
込
む
、
全
く
新
し
い

移
動
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。

　

地
域
の
交
通
・
観
光
・
福
祉
・

製
造
業
の
移
動
を
、
一
つ
の
デ
ジ

タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
繋
ぎ
、

効
率
化
し
、
そ
の
利
益
を
地
域
内

に
還
流
さ
せ
る
。
こ
の
統
合
的
な

仕
組
み
こ
そ
が
、
冨
山
氏
が
説
く

「
ロ
ー
カ
ル
Ｌ
産
業
の
生
産
性
向

上
」
の
具
現
化
そ
の
も
の
な
の
だ
。

  

志
の
継
承
と
、

  

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
時
代

　

私
は
団
塊
世
代
の
真
只
中
で
生

き
て
き
た
。
か
つ
て
タ
ク
シ
ー
乗

務
員
と
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、

そ
の
後
は
シ
ス
テ
ム
開
発
で
タ
ク

シ
ー
業
界
に
関
わ
っ
て
き
た
。
そ

の
半
生
の
集
大
成
と
し
て
、今
、地

域
の
移
動
を
守
る
と
い
う
「
志
」

を
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ

託
そ
う
と
思
う
。

　

地
元
の
タ
ク
シ
ー
業
界
か
ら

も
新
し
い
若
い
世
代
の
リ
ー
ダ

ー
は
登
場
し
つ
つ
あ
る
。
彼
ら
の

よ
う
な
次
世
代
が
、
Ａ
Ｉ
や
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
と
い
っ
た
新
時
代
の

ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
、
地
域
の

「
足
」
を
再
定
義
し
て
い
く
。
か

つ
て
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
消

滅
す
る
ほ
ど
の
激
変
期
に
あ
っ

て
、
私
た
ち
は
自
ら
の
足
を
地
に

付
け
、
地
域
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
向

き
合
い
続
け
る
。

　

２
０
３
０
年
の
清
水
、
そ
こ
に

は
誰
も
が
い
つ
で
も
安
価
に
、
そ

し
て
誇
り
を
持
っ
て
移
動
で
き
る
、

新
し
い
「
移
動
の
風
景
」
が
広
が

っ
て
い
る
は
ず
だ
。
挑
戦
は
、
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

（
２
０
２
６
年
２
月
23
日
記
）

tuzi
長方形


